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両親媒性ナノ粒子の設計とラジカルイオン反応の開発 

論文審査要旨（600～700字程度） 

本論文は、両親媒性リガンドの分子設計による各種有機溶媒中でのTiO2およびAgナノ粒子の分散制御、

そしてTiO2ナノ粒子光触媒を用いたラジカルイオン反応の開発とその反応機構の解析によって、ナノ粒子界

面を反応場としたラジカルイオン反応系の構築を目指したものである。その結果、各種有機溶媒中における

ナノ粒子の分散性は、リガンドの疎水鎖(アルキル鎖)と親水鎖(エチレングリコール鎖)の長さのわずかな違い

やそれらのバランスによって大きく異なることが見出された。さらに、設計したリガンドは分子構造の最適

化によって、金属酸化物ナノ粒子や金属ナノ粒子など幅広い材質のナノ粒子に適応可能であることが示され

た。また、古典的な化学反応では合成が困難な四員環骨格についてTiO2ナノ粒子光触媒を用いることで、常

温常圧下において一段階で合成可能であることを見出した。さらに、実験とDFT計算の結果を併せた反応機

構の解析により、分子内の電子移動が四員環骨格の構築に大きく寄与していることが示された。これらの知

見はナノ粒子の触媒応用や材料応用の観点から、学術界のみならず産業界からも注目されており、高く評価

できる。 

以上のように，本論文は，多くの新しい知見を有すること，論文の内容，構成および公表論文数などから，

本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論文が博士(工学)の学位論文として十分価値があるものと判断

し，合格と判定した。 

【審査経過】 

（通常の審議の場合） 

 令和 1 年 12月 16日 令和2年3月博士後期課程修了に係る学位申請 

 令和 2 年 1月 8日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

 令和 2 年 2月 3日 学位論文発表会 

 令和 2 年 2月 5 日 グループ会議で論文合格及び最終試験合格を承認 

 令和 2 年 3月 4日 学位授与認定・修了認定（教授会） 

 


